
令和３年度  滋賀県江州音頭普及会事業収支精算書

江州音頭普及事業
２．県内・県外普及活動参加団体等への助成・・・・・０円１．情報発信事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・9,306円

（収入） 単位：円

単位：円（支出）

　 摘　　要

３．事務局運営 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・17,045円

 予  算  額    

200,000

450,000

0

0
5,000
40,000
5,000

0
700,000

精　算   額   

9,306

0

0

0
1,045
16,000

0
235,194
261,545

差 引 増 減 額 

△  190,694

　△  450,000

0

0
△     3,955
△  24,000
△     5,000
235,194

△     438,455

 当初予算額  
400,000
210,000
20,000
69,443
557

700,000

精　算   額   
0

183,000
9,100
69,443

2
261,545

増  減  額　 
△  400,000
△   27,000
△   10,900

0
△   555

△   438,455

　     摘　　要

県観光振興局補助金

@l,000×183 人

CD等の売上＠1,300×7 枚

預金利子等

 区　   分
県 補 助 金
会 費 収 入
協 力 金 等
繰   越   金
雑     　 入 
　   計

   区　  分

情報発信事業費

県内・県外普及活動
参加団体等への助成

江州音頭盆踊
り大会の開催

会 議費
事務費
通信費
予備費

   繰 越 費
　   計

令和３年 10月に「江州音頭フェスタinしが」の開
催を予定していましたが、コロナウイルス感染症の
感染状況から中止になりました。

【経緯】 
◉令和3年3月 4日　第１回実行委員会

9月下旬～11月上旬の開催で了承
◉令和3年4月24日　第１回　実行三役会
フェスタ開催概要を検討

◉令和3年8月 1日　第2回　実行三役会
感染対策を万全に行ったうえで発表会形式の
フェスタ開催を検討

◉令和3年8月5 日
8月5日に本県でもまん延防止重点措置の適用
が決定され、フェスタ中止の決定。県事務局に
報告。第2回実行委員会の中止を決定。

会議費の支出はなかった。経費の振込手数料に
つき支出が発生しました。

江州音頭の普及促進のために、県内で開催され
る観光展、物産展、コンベンション、イベント等を
活用し、江州音頭の出張講演を行った団体に対
しその経費について助成金を交付する予定でし
たが、新型コロナウイルス感染症の拡大により
すべての事業計画が取りやめになりました。

（１）「江州音頭フェスタinしが」の開催 

会報「江州音頭だより」を令和４年３月に1,500 部
発行する予定でしたが、令和 4 年度に発行を繰り
越しました。

（2）「江州音頭だより」の作成

江州音頭を紹介するチラシについて不足が生じた
ため、増刷しました。

（3）その他

令和３年度  滋賀県江州音頭普及会事業実績書

江州音頭チラシ増刷
（100枚、9,306円）

切手代 　16,000円　

令和3年度分
江州音頭だより作成費含む

運
営
費

支払手数料715円
振込用紙代330円

令和２年度  滋賀県江州音頭普及会事業収支精算書

江州音頭普及事業

２．県内・県外普及活動参加団体等への助成・・・・・０円

１．情報発信事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・120,797円

（収入） 単位：円

単位：円（支出）

　 摘　　要

江州音頭だより作成費

取扱手数料・銀行手数料

３．江州音頭盆踊り大会の開催 ・・・・・・・・・０円

４．「江州音頭だより」の作成 ・・・・94,490円

５．会議費・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・0円

 予  算  額    
600,000

（　   100,000）
（   　500,000）

0

0

100,000
20,000
45,000

0
105,000
870,000

精　算   額   
120,797

（  　  88,880）
（ 　   31,917）

0

0

94,490
0

418
69,443

0
285,148

差 引 増 減 額 
479,203

（　　 11,120）
（　　468,083）

　0

0

5,510
20,000
44,582

△　   69,443
105,000
584,852

 予  算  額　 
450,000
250,000
100,000
69,443
557

870,000

精　算   額   
0

204,000
11,700
69,443

5
285,148

増  減  額　 
450,000

　  46,000
88,300

0
552

584,852

　 摘　　要

@l,000×204 人

CD売上＠1,300×9 枚

 
預金利子

 区　   分
県 補 助 金
会 費 収 入
協 力 金 等
繰   越   金
雑     　 入 
　   計

 区　  分
情報発信事業費

パンフレット・チラシ作成費

フェスタ開催費

県内・県外普及活動
参加団体等への助成

江州音頭盆踊
り大会の開催

情 報 連 絡 費
会　議　費
事　務　費
繰　越　費
予　備　費
　   計

令和２年６月に「江州音頭フェスタinしが」の開催を
予定していましたが、コロナウイルス感染症の拡大に
より中止になりました。

【経緯】 
◉令和2年1月23日　第１回実行委員会

江州音頭フェスタ開催を決定
◉令和2年3月18日　第２回実行委員会
コロナウイルス感染症の動向に鑑み会議を中止

◉令和2年4月10日　実行委員三役会
今年度の江州音頭フェスタについて、コロナウイ
ルス感染症の動向に鑑み中止を決定。

◉令和2年4月16日
各関係機関（会員含む）に今年度のフェスタが
中止となった旨連絡。並行して開催準備を行っ
ていたため、その経費の支出が発生。

京都滋賀県人会、京都新聞社、県の三者で実
行委員会を組織して令和２年８月に実施する
予定でしたが、新型コロナウイルス感染症の拡
大により中止になりました。

会報「江州音頭だより」を令和３年３月22日に
1,500部発行しました。

令和２年７月までは、新型コロナウイルス感染症
の拡大により、会議は規模縮小もしくは中止にし
ました。令和２年８月以降は、東近江市に開館し
た江州音頭会館が会議でも無料で使用できるこ
とになったので、支出はありません。

6．事務費・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・418円
滋賀銀行との窓口収納事務取扱契約による取
扱手数料および経費の振込手数料につき支出
が発生しました。

江州音頭の普及促進のために、県内で開催される観
光展、物産展、コンベンション、イベント等を活用し、
江州音頭の出張講演を行った団体に対しその経費に
ついて助成金を交付する予定でしたが、新型コロナウ
イルス感染症の拡大によりすべての事業計画が取り
やめになりました。

（１）江州音頭普及パンフレット・チラシ等の作成 （88,880円）

令和２年度  滋賀県江州音頭普及会事業実績書

（２）「江州音頭フェスタinしが」の開催 （31,917円）

江州音頭フェスタ
（中止）の準備費用

令和２年度  滋賀県江州音頭普及会事業収支精算書

江州音頭普及事業

２．県内・県外普及活動参加団体等への助成・・・・・０円

１．情報発信事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・120,797円

（収入） 単位：円

単位：円（支出）

　 摘　　要

江州音頭だより作成費

取扱手数料・銀行手数料

３．江州音頭盆踊り大会の開催 ・・・・・・・・・０円

４．「江州音頭だより」の作成 ・・・・94,490円

５．会議費・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・0円

 予  算  額    
600,000

（　   100,000）
（   　500,000）

0

0

100,000
20,000
45,000

0
105,000
870,000

精　算   額   
120,797

（  　  88,880）
（ 　   31,917）

0

0

94,490
0

418
69,443

0
285,148

差 引 増 減 額 
479,203

（　　 11,120）
（　　468,083）

　0

0

5,510
20,000
44,582

△　   69,443
105,000
584,852

 予  算  額　 
450,000
250,000
100,000
69,443
557

870,000

精　算   額   
0

204,000
11,700
69,443

5
285,148

増  減  額　 
450,000

　  46,000
88,300

0
552

584,852

　 摘　　要

@l,000×204 人

CD売上＠1,300×9 枚

 
預金利子

 区　   分
県 補 助 金
会 費 収 入
協 力 金 等
繰   越   金
雑     　 入 
　   計

 区　  分
情報発信事業費

パンフレット・チラシ作成費

フェスタ開催費

県内・県外普及活動
参加団体等への助成

江州音頭盆踊
り大会の開催

情 報 連 絡 費
会　議　費
事　務　費
繰　越　費
予　備　費
　   計

令和２年６月に「江州音頭フェスタinしが」の開催を
予定していましたが、コロナウイルス感染症の拡大に
より中止になりました。

【経緯】 
◉令和2年1月23日　第１回実行委員会

江州音頭フェスタ開催を決定
◉令和2年3月18日　第２回実行委員会
コロナウイルス感染症の動向に鑑み会議を中止

◉令和2年4月10日　実行委員三役会
今年度の江州音頭フェスタについて、コロナウイ
ルス感染症の動向に鑑み中止を決定。

◉令和2年4月16日
各関係機関（会員含む）に今年度のフェスタが
中止となった旨連絡。並行して開催準備を行っ
ていたため、その経費の支出が発生。

京都滋賀県人会、京都新聞社、県の三者で実
行委員会を組織して令和２年８月に実施する
予定でしたが、新型コロナウイルス感染症の拡
大により中止になりました。

会報「江州音頭だより」を令和３年３月22日に
1,500部発行しました。

令和２年７月までは、新型コロナウイルス感染症
の拡大により、会議は規模縮小もしくは中止にし
ました。令和２年８月以降は、東近江市に開館し
た江州音頭会館が会議でも無料で使用できるこ
とになったので、支出はありません。

6．事務費・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・418円
滋賀銀行との窓口収納事務取扱契約による取
扱手数料および経費の振込手数料につき支出
が発生しました。

江州音頭の普及促進のために、県内で開催される観
光展、物産展、コンベンション、イベント等を活用し、
江州音頭の出張講演を行った団体に対しその経費に
ついて助成金を交付する予定でしたが、新型コロナウ
イルス感染症の拡大によりすべての事業計画が取り
やめになりました。

（１）江州音頭普及パンフレット・チラシ等の作成 （88,880円）

令和２年度  滋賀県江州音頭普及会事業実績書

（２）「江州音頭フェスタinしが」の開催 （31,917円）

江州音頭フェスタ
（中止）の準備費用

令和２年度  滋賀県江州音頭普及会事業収支精算書

江州音頭普及事業

２．県内・県外普及活動参加団体等への助成・・・・・０円

１．情報発信事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・120,797円

（収入） 単位：円

単位：円（支出）

　 摘　　要

江州音頭だより作成費

取扱手数料・銀行手数料

３．江州音頭盆踊り大会の開催 ・・・・・・・・・０円

４．「江州音頭だより」の作成 ・・・・94,490円

５．会議費・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・0円

 予  算  額    
600,000

（　   100,000）
（   　500,000）

0

0

100,000
20,000
45,000

0
105,000
870,000

精　算   額   
120,797

（  　  88,880）
（ 　   31,917）

0

0

94,490
0

418
69,443

0
285,148

差 引 増 減 額 
479,203

（　　 11,120）
（　　468,083）

　0

0

5,510
20,000
44,582

△　   69,443
105,000
584,852

 予  算  額　 
450,000
250,000
100,000
69,443
557

870,000

精　算   額   
0

204,000
11,700
69,443

5
285,148

増  減  額　 
450,000

　  46,000
88,300

0
552

584,852

　 摘　　要

@l,000×204 人

CD売上＠1,300×9 枚

 
預金利子

 区　   分
県 補 助 金
会 費 収 入
協 力 金 等
繰   越   金
雑     　 入 
　   計

 区　  分
情報発信事業費

パンフレット・チラシ作成費

フェスタ開催費

県内・県外普及活動
参加団体等への助成

江州音頭盆踊
り大会の開催

情 報 連 絡 費
会　議　費
事　務　費
繰　越　費
予　備　費
　   計

令和２年６月に「江州音頭フェスタinしが」の開催を
予定していましたが、コロナウイルス感染症の拡大に
より中止になりました。

【経緯】 
◉令和2年1月23日　第１回実行委員会

江州音頭フェスタ開催を決定
◉令和2年3月18日　第２回実行委員会
コロナウイルス感染症の動向に鑑み会議を中止

◉令和2年4月10日　実行委員三役会
今年度の江州音頭フェスタについて、コロナウイ
ルス感染症の動向に鑑み中止を決定。

◉令和2年4月16日
各関係機関（会員含む）に今年度のフェスタが
中止となった旨連絡。並行して開催準備を行っ
ていたため、その経費の支出が発生。

京都滋賀県人会、京都新聞社、県の三者で実
行委員会を組織して令和２年８月に実施する
予定でしたが、新型コロナウイルス感染症の拡
大により中止になりました。

会報「江州音頭だより」を令和３年３月22日に
1,500部発行しました。

令和２年７月までは、新型コロナウイルス感染症
の拡大により、会議は規模縮小もしくは中止にし
ました。令和２年８月以降は、東近江市に開館し
た江州音頭会館が会議でも無料で使用できるこ
とになったので、支出はありません。

6．事務費・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・418円
滋賀銀行との窓口収納事務取扱契約による取
扱手数料および経費の振込手数料につき支出
が発生しました。

江州音頭の普及促進のために、県内で開催される観
光展、物産展、コンベンション、イベント等を活用し、
江州音頭の出張講演を行った団体に対しその経費に
ついて助成金を交付する予定でしたが、新型コロナウ
イルス感染症の拡大によりすべての事業計画が取り
やめになりました。

（１）江州音頭普及パンフレット・チラシ等の作成 （88,880円）

令和２年度  滋賀県江州音頭普及会事業実績書

（２）「江州音頭フェスタinしが」の開催 （31,917円）

江州音頭フェスタ
（中止）の準備費用

令和２年度  滋賀県江州音頭普及会事業収支精算書

江州音頭普及事業

２．県内・県外普及活動参加団体等への助成・・・・・０円

１．情報発信事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・120,797円

（収入） 単位：円

単位：円（支出）

　 摘　　要

江州音頭だより作成費

取扱手数料・銀行手数料

３．江州音頭盆踊り大会の開催 ・・・・・・・・・０円

４．「江州音頭だより」の作成 ・・・・94,490円

５．会議費・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・0円

 予  算  額    
600,000

（　   100,000）
（   　500,000）

0

0

100,000
20,000
45,000

0
105,000
870,000

精　算   額   
120,797

（  　  88,880）
（ 　   31,917）

0

0

94,490
0

418
69,443

0
285,148

差 引 増 減 額 
479,203

（　　 11,120）
（　　468,083）

　0

0

5,510
20,000
44,582

△　   69,443
105,000
584,852

 予  算  額　 
450,000
250,000
100,000
69,443
557

870,000

精　算   額   
0

204,000
11,700
69,443

5
285,148

増  減  額　 
450,000

　  46,000
88,300

0
552

584,852

　 摘　　要

@l,000×204 人

CD売上＠1,300×9 枚

 
預金利子

 区　   分
県 補 助 金
会 費 収 入
協 力 金 等
繰   越   金
雑     　 入 
　   計

 区　  分
情報発信事業費

パンフレット・チラシ作成費

フェスタ開催費

県内・県外普及活動
参加団体等への助成

江州音頭盆踊
り大会の開催

情 報 連 絡 費
会　議　費
事　務　費
繰　越　費
予　備　費
　   計

令和２年６月に「江州音頭フェスタinしが」の開催を
予定していましたが、コロナウイルス感染症の拡大に
より中止になりました。

【経緯】 
◉令和2年1月23日　第１回実行委員会

江州音頭フェスタ開催を決定
◉令和2年3月18日　第２回実行委員会
コロナウイルス感染症の動向に鑑み会議を中止

◉令和2年4月10日　実行委員三役会
今年度の江州音頭フェスタについて、コロナウイ
ルス感染症の動向に鑑み中止を決定。

◉令和2年4月16日
各関係機関（会員含む）に今年度のフェスタが
中止となった旨連絡。並行して開催準備を行っ
ていたため、その経費の支出が発生。

京都滋賀県人会、京都新聞社、県の三者で実
行委員会を組織して令和２年８月に実施する
予定でしたが、新型コロナウイルス感染症の拡
大により中止になりました。

会報「江州音頭だより」を令和３年３月22日に
1,500部発行しました。

令和２年７月までは、新型コロナウイルス感染症
の拡大により、会議は規模縮小もしくは中止にし
ました。令和２年８月以降は、東近江市に開館し
た江州音頭会館が会議でも無料で使用できるこ
とになったので、支出はありません。

6．事務費・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・418円
滋賀銀行との窓口収納事務取扱契約による取
扱手数料および経費の振込手数料につき支出
が発生しました。

江州音頭の普及促進のために、県内で開催される観
光展、物産展、コンベンション、イベント等を活用し、
江州音頭の出張講演を行った団体に対しその経費に
ついて助成金を交付する予定でしたが、新型コロナウ
イルス感染症の拡大によりすべての事業計画が取り
やめになりました。

（１）江州音頭普及パンフレット・チラシ等の作成 （88,880円）

令和２年度  滋賀県江州音頭普及会事業実績書

（２）「江州音頭フェスタinしが」の開催 （31,917円）

江州音頭フェスタ
（中止）の準備費用

第48号の発行が大変遅くなり申し訳ございません。この度ようやく皆さまのお手元
にお届けすることができました。会員の皆様には活動報告など、たくさんのお便りを
いただきありがとうございました。また、紙面作成にあたり、いただきましたお便りの
表現を一部編集部で変更させていただいたことをお詫び申し上げます。
引き続き、会員の皆様方の活動報告や近況など、原稿を事務局までどしどしお寄せ
ください。 あて先は右記までお願いします。

滋賀県大津市京町４丁目１-１県庁観光振興局内
滋賀県江州音頭普及会事務局
TEL ０７７-５２８-３７４１
FAX ０７７-５２８-４８７７

〒５２０-８５７７  

今
年
も
江
州
音
頭
ネ
タ
ツ
ア
ー

　
　

唄
い
、踊
り
、盛
大
に
終
わ
る
！

江
州
音
頭
協
会
で
、令
和
３
年
11
月
13
日（
土
）〜
14
日（
日
）

彦
根
市
日
夏
町
の
荒
神
山
自
然
の
家
に
お
い
て
、コ
ロ
ナ
で
心
配

し
て
い
ま
し
た
が
、江
州
音
頭
ネ
タ
ツ
ア
ー
を
予
定
通
り
に
開

催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。協
会
も
発
足
し
て
10
年
に
な
り

ま
す
。今
回
も
、御
来
賓
の
方
々
、会
員
の
方
々
、参
加
者
の
方
々

の
御
協
力
に
よ
り
ま
し
て
普
及
活
動
が
で
き
ま
し
た
。

今
回
の
ネ
タ
と
は「
音
頭
の
題
名
の
こ
と
で
、各
地
の
題
名
を

テ
ー
マ
に
し
た
音
頭
」の
こ
と
で
す
。準
備
な
ど
、県
立
大
学
の

協
力
を
得
て
、私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
。そ
れ
は
、コ
ロ
ナ
に
負
け

ず
元
気
に
な
り
、世
代
を
超
え
て
の
交
流
で
す
。今
回
の
普
及
活

動
は
、今
は
や
り
の
オ
ン
ラ
イ
ン
を
通
し
て
行
う
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。心
と
体
の
健
康
も
高
め
る
た
め
、オ
ー
プ
ニ
ン
グ
に
は
、湖

国
太
極
拳
ク
ラ
ブ
の
演
武
も
取
り
入
れ
ま
し
た
。江
州
音
頭
普

及
会
の
会
員
や
、県
立
大
学
生
等
76
名
に
参
加
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。学
生
さ
ん
の
中
に
は
、「
江
州
音
頭
は
、言
葉
は
い
ら
な

く
て
、踊
り
の
中
で
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
れ
る
。地
元
に

持
ち
帰
っ
て
広
め
る
こ
と
で
力

に
な
り
た
い
」と
、言
っ
て
く
れ

た
人
も
あ
り
ま
し
た
。

今
後
も
こ
の
よ
う
な
イ
ベ
ン

ト
を
通
じ
て
、江
州
音
頭
普
及

活
動
を
継
続
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
の
で
、今
後
と
も
、皆

様
方
の
御
協
力
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 尼

子
江
州
音
頭
普
及
会　

桜
川　

捨
晴

木
村　

晴
夫
（
甲
良
町
）マ

ス
ク
着
け

　

踊
る
阿
呆
の
姿
よ
し

昨
年
、地
域
の
小
学
校
よ
り
戦
時
中
の
お
話

を
と
依
頼
さ
れ
た
。昭
和
16
年
度
国
民
学
校
一

年
生
と
し
て
入
学
し
た
三
人
組
で
伺
っ
た
。そ
の

な
か
で
、子
ど
も
た
ち
の
反
響
に
戦
中
の
体
験
を

伝
え
る
こ
と
と
併
せ
、江
州
音
頭
を
継
ぐ
活
動

を
と
思
い
立
っ
た
。

時　
　

令
和
３
年
11
月
13
日

場
所　
土
山
公
民
館
お
茶
の
み
ホ
ー
ル

　
　
　
（
定
員
15
名
以
下
と
す
る
）

内
容【第

一
部
】 

戦
中
に
つ
い
て
は
、展
示
物
を
中
心

に
紹
介
、戦
中
の
姿
で
参
加
し
た
４
名
を
中
心

に
進
め
た
。　

【
第
二
部
】 

江
州
音
頭
・
円
形
の
座
席
よ
り

紹
介
と
共
に
真
ん
中
に
出
て
一
回
り
の
さ
さ
や

か
な
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
を
楽
し
み
、大
会
に
参

加
し
た
こ
と
な
ど
を
披
露
し
た
。

【
第
三
部
】全
員
マ
ス
ク
姿
な
が
ら
広
い
大

ホ
ー
ル
で
、変
装
姿
で
心
ゆ
く
ま
で
踊
る
。

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
沿
道
用
の
日
の
丸
旗
で

参
加
者
全
員
が
出
演
者
と
な
り
、フ
ィ
ナ
ー
レ
を

盛
り
上
げ
た
。

平
和
な
社
会

に
感
謝
し
つ
つ
、

今
更
な
が
ら
、江

州
音
頭
は
体
と

心
の
最
高
の
健

康
法
と
実
感
し

た
。コ
ロ
ナ
禍
の

中
、こ
ん
な
に
楽

し
か
っ
た
こ
と

は
な
い
と
の
参

加
者
の
声
が
う

れ
し
い
一
日
と

な
っ
た
。

あ
い
の
土
山
江
州
音
頭
普
及
会

代
表  

福
永　

昭
子
（
甲
賀
市
）

う
と
い
う
こ
と
を
聞
い
て
、江
州
音
頭
も
参
加
し

た
い
と
お
願
い
を
し
て
、11
社
寺
の
江
州
音
頭
と

し
て
の
作
詞
を
し
て
節
付
け
を
し
ま
し
た
。出
来

上
が
る
ま
で
は
、各
社
寺
の
案
内
文
や
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
、又
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
で
調
べ
て
作

り
ま
し
た
。出
来
上
が
っ
た
も
の
を
持
っ
て
い
き
、

内
容
を
見
て
も
ら
い
、添
削
し
て
い
た
だ
き
な
が

ら
2
〜
3
回
足
を
運
ん
だ
り
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
や

り
取
り
を
し
て
了
解
を
得
ま
し
た
。境
内
の
風

景
や
仏
像
、建
物
を
撮
影
し
て
パ
ソ
コ
ン
に
入
れ

て
、写
真
に
音
頭
の
文
字
を
張
り
付
け
て
パ
ワ
ー

ポ
イ
ン
ト
を
作
成
し
、ス
ラ
イ
ド
で
写
し
な
が
ら

音
頭
を
取
る
と
い
う
事
を
し
ま
し
た
。今
は
コ
ロ

ナ
で
皆
さ
ん
が
外
へ
出
ら
れ
な
い
、密
に
な
ら
な

い
よ
う
に
と
の
こ
と
で
江
州
音
頭
の
新
し
い
バ
ー

ジ
ョ
ン
を
作
り
ま
し
た
。

そ
れ
と
並
行
し
て
11
社
寺
の
江
州
音
頭
冊
子

を
作
成
し
希
望
者
に
配
布
し
て
お
り
ま
す
。江

州
音
頭
会
館
へ
お
越
し
い
た
だ
い
た
方
に
は
館
内

で
上
映
し
、隣
で
太
鼓
の
リ
ズ
ム
で
歌
っ
て
い
ま

す
。感
触
と
し
て
は
、目
と
耳
で
江
州
音
頭
の
内

容
が
よ
く
わ
か
る
と
好
評
を
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。今
年
3
月
の
初
め
に
は
11
社
寺
の
音
頭
を

吹
き
込
み
D
V
D
を
作
り
ま
し
た
。会
員
の
皆

様
、お
近
く
へ
お
越
し
に
な
ら
れ
た
ら
是
非
お
立

ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

今
年
は
聖
徳
太
子
が
亡
く
な
っ
て
1
4
0
0

年
に
な
り
ま
す
。滋
賀
の
湖
東
地
域
に
は
聖
徳

太
子
が
建
立
し
た
と
言
わ
れ
る
神
社
や
、仏
像

を
作
ら
れ
た
、旅
の
途
中
に
立
ち
寄
ら
れ
た
等
、

聖
徳
太
子
に
か
か
わ
る
お
寺
が
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
。そ
の
社
寺
の
内
11
社
寺
が
イ
ベ
ン
ト
を
行

東
近
江
江
州
音
頭
普
及
愛
好
会　
　
　
　
　
　
　
　

 

三
代
目　

真
鍮
家　

文
好

小
椋　

祥
行
（
東
近
江
市
）

豊
郷
町
教
育
の
日
に
お
け
る
江
州
音
頭

豊
郷
町
江
州
音
頭
保
存
会

会
長　

藤
野　

恵
津
子
（
豊
郷
町
）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
勢
力
が
衰
え
始
め
た
段

階
で
、
新
し
い
変
異
株
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
が
確
認
さ
れ
、
な
か

な
か
終
わ
り
が
見
え
て
こ
な
い
情
勢
で
あ
り
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
中
、
11
月
１
日
は
「
滋
賀
教
育
の
日
」
で

あ
り
、豊
郷
町
も
こ
の
日
を
「
豊
郷
町
教
育
の
日
」
と
定
め
、

園
児
・
児
童
・
生
徒
の
フ
リ
ー
参
観
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

江
州
音
頭
の
発
祥
地
と
し
て
、
従
来
は
運
動
会
の
最
後
に

み
ん
な
で
踊
っ
て
フ
ィ
ナ
ー
レ
を
飾
っ
て
い
ま
し
た
が
、
今
年

は
教
育
の
日
に
豊
郷
小
学
校
に
お
い
て
、
全
校
で
の
総
踊
り

を
実
施
し
ま
し
た
。

当
日
は
絶
好
の
秋
晴
れ
と
な
り
、
運
動
場
で
は
日
傘
踊

り
を
添
え
る
と
、
華
を
咲
か
せ
た
よ
う
に
踊
り
の
輪
が
広

が
り
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
社
会
の
あ
り
が
た
さ
を
再
認
識

す
る
と
同
時
に
、
既
存
の
や
り
方
を
見
直
す
良
い
機
会
と

な
り
ま
し
た
。

編 

集 

後 

記

令和4年7月15日 第　48　号（1）江 州 音 頭 だ よ り 令和4年7月15日 第　48　号（4）江 州 音 頭 だ よ り

令和4年7月15日発行

第48号江州音頭だより
〒520-8577 大津市京町四丁目1-1（滋賀県観光振興局内） TEL 077-528-3741／FAX 077-528-4877
滋賀県江州音頭普及会事務局



電
話
と
江
州
音
頭

「
プ
ル
プ
ル
プ
ル
」「
リ
ン
リ
ン
リ
ン
」、
こ
れ
は
電
話
器
の

音
で
、
家
庭
に
電
話
が
あ
ま
り
普
及
し
て
い
な
か
っ
た
昭
和

30
年
頃
、
私
の
家
の
電
話
に
ま
つ
わ
る
思
い
出
話
で
あ
る
。

私
が
中
学
生
の
こ
ろ
は
見
山
郵
便
局
に
電
話
の
交
換
台

が
あ
り
、
電
話
を
か
け
る
時
は
電
話
の
受
話
器
を
片
手
に

ハ
ン
ド
ル
を
グ
ル
グ
ル
回
し
て
、
働
い
て
い
る
女
性
の
交
換

手
の
方
に
「
お
ば
ち
ゃ
ん
こ
ん
に
ち
は
」
と
声
掛
け
を
し
て

自
分
の
番
号
と
相
手
の
番
号
を
言
う
。
す
る
と
、
交
換
手

今
年
は
江
州
音
頭
広
域
年
賀
詞
交
換
会
が
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
の
中
、
中
止
と
な
り
ま
し
た
が
、
新
年
総
会

は
１
月
16
日（
日
）に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
感
染
対

策
は
万
全
で
し
た
。
来
賓
方
々 
衆
議
院
議
員 

上
野
賢
一
郎

（
代
理
）
様
、
全
国
滋
賀
県
人
会 
蔭
山
孝
様
、
滋
賀
県
普

及
会 

山
添
み
ゆ
き
様
（
有
）、
ア
ド
・
ミ
ラ
ネ
ッ
ト 

松
原

茂
様
の
御
出
席
を
賜
り
ま
し
た
。

音
頭
協
会
木
村
会
長
よ
り
令
和
３
年
度
の
事
業
報
告
、

一
般
会
計
、
役
員
の
選
出
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
報
告
が
あ
り
、

総
会
は
滞
り
な
く
す
べ
て
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
真

鍮
家
三
代
目
師
匠
よ
り
、
新
し
い
ネ
タ
の
音
頭
を
紹
介
さ

れ
ま
し
た
。
今
年
は
聖
徳
太
子
の
１
４
０
０
回
忌
の
節
目

と
な
り
色
々
な
お
寺
を
訪
問
さ
れ
資
料
を
調
べ
ら
れ
て
、
お

寺
の
そ
れ
ぞ
れ
の
音
頭
を
作
成
さ
れ
、
そ
の
一
部
を
披
露
さ

れ
ま
し
た
。
味
わ
い
の
あ
る
素
晴
ら
し
い
音
頭
で
し
た
。
十

七
条
の
憲
法
の
第
一
条
に
、
和
を
も
っ
て
貴
し
の
条
文
が
あ

り
、
協
会
も
和
を
も
っ
て
楽
し
く
江
州
音
頭
を
色
々
な
イ

ベ
ン
ト
に
参
加
し
て
全
国
に
発
信
出
来
た
ら
良
い
ナ
ア
！
と

思
い
ま
す
。

守
山
江
州
音
頭
保
存
会
で
す
。
地
域
の
公
民
館
で
先
輩

方
の
唄
い
方
や
太
鼓
、
鉦
、
拍
子
木
や
、
錫
杖
の
鳴
ら
し

方
を
学
び
な
が
ら
月
２
回
の
練
習
を
し
て
い
ま
す
。
毎
年
、

自
治
会
や
高
齢
者
施
設
の
夏
祭
り
や
つ
ど
い
に
招
か
れ
、

よ
し
の
家
一
門
会　

桜
川　

隆
月

松
本　

隆
（
大
津
市
）

若
者
に
も
江
州
音
頭
の
楽
し
さ
を

滋
賀
県
立
大
学  

湖
風
祭
実
行
委
員
会　
　
　
　
　
　
　

　

第
28
代
企
画
部
部
長　

森
川　

貴
寛

町
政
施
行
50
周
年
と
江
州
音
頭

豊
郷
町
江
州
音
頭
保
存
会

会
長　

藤
野　

恵
津
子
（
豊
郷
町
）

活
動
報
告

ス
タ
ー
ダ
ス
ト
河
内

江
州
音
頭
協
会
総
会
開
催

龍
神
家
一
門
会　

櫻
川　

花
山

立
花　

守
（
甲
賀
市
）

江
州
音
頭
の
現
状
と
不
安

蓬
莱
家
会　

五
代
目　

櫻
川　

徳
丸

伊
藤　

耕
造
（
甲
賀
市
）

こ
ん
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
！

守
山
江
州
音
頭
保
存
会　

近
江
富
士　

麗
湖

西
本　

麗
子
（
守
山
市
）

豊
郷
町
は
、
昭
和
46
年
の
町
政
施
行
に
よ
り
ま
し
て
、

豊
郷
町
が
誕
生
し
て
昨
年
で
50
年
を
迎
え
ま
し
た
。
ま
た
、

昭
和
40
年
に
江
州
音
頭
発
祥
地
と
し
て
郷
土
芸
能
保
存
会

私
た
ち
ス
タ
ー
ダ
ス
ト
河
内
は
20
周
年
を
迎
え
ま
す
。

ス
タ
ー
ダ
ス
ト
河
内
は
、
当
時
小
中
学
生
だ
っ
た
メ
ン

バ
ー
が
河
内
音
頭
の
ル
ー
ツ
が
地
元
枚
方
に
あ
る
と
聞
き
、

「
地
元
の
文
化
は
地
元
人
間
で
守
ら
な
け
れ
ば
」
と
い
う
志

の
も
と
、
次
世
代
に
文
化
を
伝
え
る
た
め
２
０
０
２
年
に

結
成
し
ま
し
た
。

地
道
に
活
動
を
続
け
て
い
く
中
で
、
河
内
音
頭
で
大
阪

府
知
事
賞
を
受
賞
、
イ
ギ
リ
ス
の
国
営
放
送
で
あ
る

B
B
C
に
も
取
り
あ
げ
て
い
た
だ
き
世
界
へ
向
け
発
信
。

ま
た
、
２
０
１
７
年
に
河
内
音
頭
の
元
節
で
あ
る
交
野
節

の
お
ば
ち
ゃ
ん
も
（
同
じ
見
山
村
の
方
と
思
わ
れ
る
が
顔
は

知
ら
な
い
）「
今
日
も
元
気
か
？
今
何
し
て
ん
の
ん
？
」
と

か
の
声
が
返
っ
て
く
る
。
私
も
合
わ
せ
て
あ
い
さ
つ
へ
の
返

事
を
す
る
。
こ
の
わ
ず
か
な
間
に
カ
チ
ャ
カ
チ
ャ
と
交
換
台

の
プ
ラ
グ
の
差
し
込
み
音
が
聞
こ
え
、
次
々
と
各
局
（
見

山
局
か
ら…

↓
茨
木
局…

↓
各
局
）
に
繋
が
れ
て
い
き
、

し
ば
ら
く
す
る
と
相
手
の
方
と
話
が
通
ず
る
。

ま
た
時
々
、
見
山
局
か
ら
「
あ
ん
た
と
こ
の
近
く
の
○

○
さ
ん
へ
の
電
話
や
で
！
」
と
か
か
っ
て
く
る
。
私
は
そ
の

こ
と
を
す
ぐ
に
走
っ
て
行
っ
て
伝
え
た
こ
と
も
度
々
あ
っ
た
。

話
が
終
わ
っ
た
お
っ
ち
ゃ
ん
は
「
い
つ
も
い
つ
も
お
お
き
に
、

す
ん
ま
へ
ん
な
！
」
と
言
い
つ
つ
も
、
日
常
の
話
が
弾
み
、

満
足
気
に
帰
っ
て
い
っ
た
。

私
の
家
の
電
話
器
が
便
利
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
、
茨
木

土
木
事
務
所
の
河
川
工
事
や
道
路
の
仮
管
理
事
務
所
と

な
っ
た
り
（
母
親
が
雨
量

計
の
報
告
も
し
て
い
た
）、

見
山
の
寒
天
組
合
の
事
務

所
に
も
な
っ
て
い
た
の
で
、

「
京
都
堀
川
の
〇
〇
番
へ

繋
い
で
く
れ
」
と
か
い
う

呼
び
出
し
声
も
よ
く
覚

え
て
い
る
。

写
真
は
多
分
ご
存
知

（
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
の
バ
ッ
ク

等
で
時
々
見
か
け
る
）
の

方
も
多
く
あ
る
と
思
う

が
、
当
時
に
近
い
電
話
器

で
あ
る
。

　
話
変
わ
っ
て
、
江
州
音
頭
で
電
話
の
場
面
が
あ
る
一
節
を

紹
介
す
る
。
物
語
は
、
大
正
12
年
頃
の
「
王
将
坂
田
三
吉

物
語
」
の
一
節
。

ド
ン
ド
ン
ド
ン
と
太
鼓
の
拍
子
で
歌
い
始
め
る…

「
ア
〜

ン
、
宿
敵
関
根
金
次
郎
の
祝
賀
会
真
っ
最
中
に
病
気
の
小

春
が
危
篤
じ
ゃ
と
、
電
話
掛
か
り
し
三
吉
は
エ
〜
エ
、
か
す

か
に
聞
こ
え
る
受
話
器
を
握
り
、
貞
女
小
春
に
泣
き
叫
ぶ
。

コ
レ
今
か
ら
唱
え
る
。
ホ
ケ
キ
ョ
ウ
（
法
華
経
）
を
コ
レ
聞

い
て
お
く
れ
よ
、ホ
ケ
キ
ョ
ウ
を
。」ハ
ヤ
シ（
囃
子
）で「
ソ
ラ
ァ

〜
ヨ
イ
ト
ヨ
イ
ヤ
マ
カ
ど
っ
こ
い
さ
ぁ
の
せ
〜
」

む
せ
び
泣
き
す
る
、
こ
み
あ
げ
る…

歌
は
ま
だ
ま
だ
続

く
が
、
あ
と
は
盆
踊
り
の
会
場
で
！ 

王
将
坂
田
三
吉
の
嘆

き
悲
し
む
様
子
や
情
景
が
目
に
浮
か
び
ま
し
た
か
！

こ
こ
2
年
は
、
コ
ロ
ナ
に
よ
る
イ
ベ
ン
ト
の
中
止
。
そ
れ

に
加
え
て
継
承
者
の
高
齢
化
。
指
導
者
の
不
足
。
コ
ロ
ナ

収
束
後
、
果
た
し
て
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
る
の
か
が
懸
念

さ
れ
る
。
イ
ベ
ン
ト
が
な
く
な
る
と
個
々
の
レ
ベ
ル
低
下
が

促
進
す
る
と
思
う
。
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
な
い
時
こ
そ

個
々
の
技
量
の
保
持
向
上
を
す
る
べ
き
で
あ
る
。
こ
こ
数
年

を
振
り
返
る
と
、
今
後
の
継
承
が
心
配
で
あ
る
。
出
演
さ

れ
て
い
る
舞
台
を
見
る
と
是
が
江
州
音
頭
か
と
思
う
所
が

あ
る
。
後
世
に
残
す
た
め
に
は
ど
う
す
る
べ
き
か
取
り
組
ま

な
く
て
は
な
ら
な
い
と
思
う
。
こ
の
ま
ま
で
は
、
江
州
音
頭

は
消
滅
す
る
の
で
は
な
い
か
と
危
惧
す
る
。
な
ぜ
か
と
い
う

と
、
指
導
す
る
方
が
少
な
く
、
又
、
真
の
音
頭
を
習
う
と

い
う
方
も
少
な
く
、
若
い
方
が
習
う
事
も
少
な
い
現
状
に

お
い
て
は
、
他
の
娯
楽
も
多
く
昔
と
比
べ
て
魅
力
が
無
く

な
っ
て
き
て
い
る
事
が
要
因
で
は
な
い
か
と
思
う
。
江
州
音

頭
は
他
民
謡
と
は
違
い
非
常
に
難
し
い
。
滋
賀
県
の
江
州

音
頭
と
し
て
残
す
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
考
え
る
時
で
は

な
い
か
。
私
が
思
う
に
は
、
あ
と
5
年
か
ら
10
年
で
衰
退
す

る
の
で
は
な
い
か
と
心
配
す
る
。
レ
ベ
ル
が
低
い
段
階
で
は
、

人
前
で
発
表
は
控
え
る
べ
き
で
あ
る
（
教
室
内
は
別
）。
な

ぜ
か
と
い
う
と
、
知
ら
な
い
方
、
滋
賀
県
の
方
が
こ
れ
が
江

州
音
頭
か
と
言
わ
れ
て
い
る
話
し
を
聞
き
及
ぶ
。
最
上
級

の
レ
ベ
ル
で
な
く
て
も
よ
い
と
思
う
が
、
最
低
限
度
の
基
本

知
識
が
必
要
で
あ
る
と
思
う
。
例
え
ば
、
リ
ズ
ム
が
外
れ
な

い
、
踊
り
子
衆
の
足
並
み
が
揃
う
事
が
大
切
で
あ
る
。
た

だ
読
み
上
げ
て
い
る
だ
け
で
は
い
け
な
い
と
思
う
。
恥
ず
か

し
く
な
い
江
州
音
頭
の
披
露
と
後
世
へ
の
継
承
を
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
レ
ベ
ル
向
上
を
図
る
た
め
に
は
、
教
え
る
習

う
と
い
う
形
態
を
作
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
私
も
微
力

な
が
ら
お
手
伝
い
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
私
の
活
動
は

東
近
江
市
で
座
敷
音
頭
の
発
表
で
お
世
話
に
な
っ
て
い
ま

す
。
誰
か
ら
も
江
州
音
頭
や
な
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
頑
張

り
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

習
う
教
え
る
組
織
作
り
を
し
ま
し
ょ
う
。
江
州
音
頭
伝

承
者
登
録
制
度
の
設
置
（
踊
り
、
音
頭
取
り
）。
事
務
局

は
観
光
振
興
局
江
州
音
頭
普
及
会
内
。
応
募
方
法
、
自
薦

他
薦
、
会
派
一
門
、
教
室
、
個
人
、
普
及
会
会
員
、
普
及

会
以
外
の
県
内
在
住
者
、
指
導
育
成
に
尽
力
出
来
る
方
、

人
の
批
判
を
し
な
い
で
意
見
交
換
が
出
来
る
事
。
登
録
者

の
決
定
、
応
募
者
が
一
同
に
集
り
協
議
す
る
。
各
々
に
お
け

る
知
識
実
技
を
図
る
（
基
本
動
作
構
成
に
つ
い
て
）。
音
頭

取
り
に
つ
い
て
は
、
踊
り
音
頭
、
座
敷
音
頭
　
各
々
に
つ
い

て
、
音
頭
の
構
成
節
に
つ
い
て
実
技
、
構
成
「
節
の
成
り
立

ち
の
構
成
」
を
説
明
す
る
。
各
派
に
お
い
て
少
し
異
な
る

事
が
あ
る
が
基
本
と
な
る
節
の
流
れ
は
同
じ
で
あ
る
。
選

定
方
法
は
、
批
判
を
受
け
て
も
動
じ
な
い
方
が
取
り
仕
切

る
（
過
去
に
お
い
て
色
々
支
障
が
あ
り
）。
先
ず
は
普
及
会

会
員
の
各
会
派
の
代
表
者
で
意
見
を
出
し
合
う
。
あ
と
数

年
で
江
州
音
頭
衰
退
を
案
じ
る
「
是
が
滋
賀
の
江
州
音
頭
」

で
有
る
こ
と
が
。
年
に
一
回
指
導
者
と
習
わ
れ
た
方
と
の
発

表
会
を
開
催
。

櫓
の
上
で
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
披
露
し
て
い
ま
す
。
皆
さ

ん
の
楽
し
そ
う
に
踊
る
様
子
に
感
激
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
中
学
校
の
音
楽
の
授
業
で
は
、
西
洋
音
楽
と
の

ち
が
い
（
口
承
伝
達
、
音
色
、
発
声
、リ
ズ
ム
等
）
の
学
習
、

小
学
校
で
は
、
親
子
フ
ォ
ー
ラ
ム
や
運
動
会
で
の
家
族
と
の

ふ
れ
あ
い
へ
の
協
力
。
児
童
・
生
徒
の
皆
さ
ん
に
、
江
州
音

頭
の
歴
史
や
踊
り
の
振
付
に
込
め
ら
れ
た
内
容
を
伝
え
て
い

ま
す
。
す
ぐ
に
一
緒
に
踊
り
、
唄
い
、
楽
器
を
鳴
ら
す
体
験

を
し
て
く
れ
ま
す
。

昨
年
度
、
メ
ン
バ
ー
の
一
人
が
、
新
曲
を
と
守
山
で
自
慢

で
き
る
も
の
を
順
に
挙
げ
、作
詞
・
作
曲
し
て
「
守
山
自
慢
」

を
発
表
し
ま
し
た
。
素
晴
ら
し
い
新
曲
で
す
。
C
D
に
し
、

み
ん
な
で
練
習
し
て
い
ま
す
。
保
存
会
の
宝
物
で
す
。
ま
た
、

卑
弥
呼
を
題
材
に
し
た
、「
卑
弥
呼
浪
漫
」
も
発
表
し
て
い

ま
す
。

楽
し
み
な
が
ら
、
思
い
を
同
じ
く
す
る
仲
間
の
皆
さ
ん

と
共
に
、
こ
れ
か
ら
も
江
州
音
頭
と
い
う
伝
統
芸
能
を
広

め
、
伝
え
て
い
く
役
割
の
一
端
を
担
え
た
ら
と
思
っ
て
い
ま

す
。コ

ロ
ナ
禍
の
今
、
な
か
な
か
思
う
よ
う
に
活
動
が
で
き
な

い
の
が
残
念
で
す
が
、
早
く
コ
ロ
ナ
が
終
息
し
、
練
習
の
成

果
を
思
い
っ
き
り
発
揮
で
き
る
機
会
が
来
る
こ
と
を
願
っ
て

い
ま
す
。

２
０
２
１
年
度
の
湖
風
夏
祭
が
学
内
開
催
と
な
り
、
江

州
音
頭
を
学
生
が
踊
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
２

０
２
１
年
11
月
13
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
江
州
音
頭
ネ
タ
ツ

ア
ー
に
て
江
州
音
頭
を
は
じ
め
と
し
た
、
様
々
な
伝
統
芸
能

に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ネ
タ
ツ
ア
ー
で
は
お
よ
そ

20
人
も
の
学
生
が
参
加
し
、
ほ
と
ん
ど
の
学
生
が
江
州
音

頭
を
初
め
て
体
験
す
る
と
い
う
こ
と
で
、
は
じ
め
は
ぎ
こ
ち

な
い
様
子
で
踊
っ
て
い
ま
し
た
が
、
時
間
が
経
過
す
る
に
つ
れ

次
第
に
慣
れ
始
め
、
皆
さ
ん
と
笑
顔
で
楽
し
そ
う
に
踊
っ
て

い
る
様
子
で
し
た
。
大
き
な
会
場
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、一
体
感
が
生
ま
れ
地
域
の
方
と
も
お
話
し
し
な
が
ら
あ
っ

と
い
う
間
に
時
間
が

過
ぎ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
ツ
ア
ー
を
通

じ
て
私
は
江
州
音
頭

の
楽
し
さ
と
、
地
域

交
流
の
大
切
さ
を
経

験
し
ま
し
た
。
今
後

も
江
州
音
頭
を
通
じ

て
、
滋
賀
県
立
大
学

の
学
生
と
地
域
と
の

交
流
が
よ
り
よ
く
な

る
こ
と
を
願
っ
て
い

ま
す
。
皆
さ
ん
も
江

州
音
頭
の
楽
し
さ
を

ぜ
ひ
体
験
し
て
み
て

く
だ
さ
い
。

の
保
存
会
を
発
足
し
、
２
０
２
０
年
１
月
に
は
約
35
万
人

も
の
観
光
客
で
賑
わ
う
道
頓
堀
で
開
催
さ
れ
た
、
今
宮
戎

の
戎
舞
台
で
交
野
節
を
披
露
し
ま
し
た
。

地
元
大
阪
で
は
河
内
音
頭
と
同
じ
よ
う
に
江
州
音
頭
も

大
人
気
で
、
私
た
ち
も
幼
い
頃
か
ら
楽
し
く
踊
っ
て
き
ま
し

た
。
し
か
し
、
滋
賀
県
の
盆
踊
り
に
参
加
し
た
際
に
、
本

場
滋
賀
県
で
は
あ
ま
り
踊
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
に
衝
撃
を
受

け
、
滋
賀
県
に
恩
返
し
の
気
持
ち
を
込
め
て
、
若
い
世
代

に
江
州
音
頭
を
踊
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
江
州
音
頭
普
及

会
に
入
会
し
、
尽
力
し
て
き
ま
し
た
。

江
州
音
頭
を
踊
る
の
は
も
ち
ろ
ん
、
江
州
音
頭
を
若
い

世
代
に
知
っ
て
ほ
し
い
と
願
い
を
込
め
て
大
津
市
が
作
成
さ

れ
た
、
マ
ザ
レ
祭
り
の
テ
ー
マ
ソ
ン
グ
「M

azare Party

」

と
「
踊
れ
！  

ど
っ
こ
い
！ 

皆
の
衆
」

（
踊
れ
！  

ど
っ
こ
い
！  

皆
の
衆
は
、
私
た
ち
の
地
元

枚
方
で
歌
舞
伎
と
日
本
舞
踊
を
さ
れ
て
い
る
小
桜
佳
乃

輔
さ
ん｟
四
代
目
坂
田
藤
十
郎
さ
ん
の
お
弟
子
さ
ん
｠

に
、
振
り
付
け
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
）

を
舞
台
で
披
露
し
て
い
ま
す
。

で
す
が
２
０
２
０
年
以
降
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
拡
大
に

よ
り
イ
ベ
ン
ト
は
激
減
し
、
日
頃
の
練
習
も
で
き
な
い
状
況

に
な
り
ま
し
た
。
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
継
続
や
新
メ
ン
バ
ー
増

員
も
難
し
い
中
、
枚
方
市
の
公
式
テ
ー
マ
ソ
ン
グ
へ
の
盆
踊

り
振
付
や
、You Tube

、
メ
デ
ィ
ア
へ
の
踊
り
動
画
投
稿
、

オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ー
ル
を
活
用
し
東
京
の
大
学
生
と
の
コ
ラ
ボ

イ
ベ
ン
ト
や
オ
ン
ラ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
、
大
阪
・
関
西

万
博
に
向
け
て
準
備
を
進
め
る
な
ど
、
メ
ン
バ
ー
全
員
で
知

恵
を
絞
り
、
創
意
工
夫
を
凝
ら
し
て
き
ま
し
た
。

今
ま
で
当
た
り
前
に
あ
っ
た
盆
踊
り
が
２
年
連
続
で
中

止
に
な
り
、
先
の
見
え
な
い
中
で
、
先
人
達
も
こ
う
し
た
大

変
な
時
代
を
乗
り
越
え
て
令

和
の
御
代
ま
で
文
化
を
繋
げ

て
こ
ら
れ
た
の
だ
と
、
感
謝

と
敬
意
を
払
い
、
こ
の
よ
う

な
困
難
に
も
負
け
ず
私
た
ち

自
身
も
ま
た
10
年
・
20
年

先
へ
と
こ
の
文
化
を
伝
え
て

い
き
た
い
と
改
め
て
実
感
し

た
期
間
で
も
あ
り
ま
し
た
。

今
年
こ
そ
コ
ロ
ナ
が
終
息

し
、
皆
様
と
会
場
で
お
会
い

で
き
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し

て
お
り
ま
す
。

が
設
立
さ
れ
、
現
在
の
江
州
音
頭
保
存
会
と
し
て
の
永
い

歴
史
が
あ
り
ま
す
。

江
州
音
頭
は
、
今
か
ら
４
３
０
年
前
に
千
樹
寺
が
戦
火

で
消
失
さ
れ
、
お
寺
が
再
建
さ
れ
た
そ
の
時
の
落
慶
法
要

の
余
興
に
、
住
職
が
境
内
に
人
形
を
た
く
さ
ん
並
べ
て
、

お
経
に
音
頭
の
節
を
つ
け
て
歌
い
、
手
振
り
、
身
振
り
拍

子
を
つ
け
て
踊
り
だ
し
た
の
が
、
江
州
音
頭
の
始
ま
り
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
次
第
に
、
地
域
の
人
々
に
受
け
継

が
れ
、
こ
の
踊
り
に
絵
日
傘
や
扇
を
持
っ
て
踊
る
祭
文
踊

り
が
町
の
無
形
文
化
財
に
な
っ
て
い
ま
す
。

昨
年
は
、
町
政
施
行
50
周
年
に
あ
た
り
、
町
政
要
覧
掲

載
の
た
め
の
撮
影
が
あ
り
、
8
月
7
日
の
暑
中
の
厳
し
い
折

柄
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
発
祥
地
で
あ
る
千
樹
寺
の
境
内

に
は
、
一
時
期
ひ

と
き
わ
、
ひ
ま
わ

り
の
花
を
咲
か
せ

た
よ
う
な
美
し
さ

と
、
賑
わ
い
を
見

せ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、

江
州
音
頭
の
保
存

啓
発
と
若
い
世
代

へ
の
継
承
に
向
け

て
活
動
を
し
て
参

り
ま
す
の
で
、
皆

さ
ま
御
支
援
宜
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

令和4年7月15日 第　48　号（3）江 州 音 頭 だ よ り 令和4年7月15日 第　48　号（2）江 州 音 頭 だ よ り


